
「
自
立
」
果
た
し
た
こ
の
１
０
年
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

１
０
０
年
先
も
尊
敬
さ
れ
る
企
業
に

芦澤直太郎氏（４８）代表取締役社長
　
名
実
共
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た

ア
シ
ザ
ワ
・
フ
ァ
イ
ン
テ
ッ

ク
。
芦
澤
直
太
郎
社
長
に
「
こ

れ
ま
で
と
、
こ
れ
か
ら
」
を
聞

い
た
。

◇
　
◇

　
―

年
前
の
新
会
社
設
立
に

は
「
社
員
を
は
じ
め
社
長
自

身
、
そ
し
て
会
社
そ
の
も
の
を

自
立

さ
せ
る
」
と
い
う
強

い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　
「
ア
シ
ザ
ワ
の
創
業
１
０
０

年
を
機
に
再
出
発
し
た
。
前
身

の
ア
シ
ザ
ワ
時
代
は
創
業
家
に

よ
る
家
業
の
色
合
い
が
濃
く
、

い
わ
ゆ
る

ワ
ン
マ
ン
経
営

だ
っ
た
。
か
つ
て
は
そ
れ
で
良

か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

社
員
の
自
主
性
が
薄
れ
、
不
動

産
事
業
の
安
定
し
た
収
益
に
よ

る
甘
え
や
危
機
感
の
低
下
が
あ

っ
た
。
当
時
、
四
代
目
と
し
て

何
が
で
き
る
か

を
自
問

し
、
ま
ず
自
ら

の
意
識
を

後

継
者

か
ら

創
業
者

へ

と
改
め
た
。
そ

し
て
機
械
メ
ー

カ
ー
と
し
て
お

客
さ
ま
と
社
員
に
本
当
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
企
業
づ
く
り
を
目

指
し
た
。
装
置
の
不
具
合
で
お

客
さ
ま
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
入
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
っ
た
が
、

今
は
違
う
。
会
社
が

家
業
か

ら
企
業

に
脱
皮
し
た
と
感
じ

て
い
る
」

　
―
社
員
は
ど
の
よ
う
に
変
わ

り
ま
し
た
か
。

　
「

社
員
は
会
社
の
財
産

と
明
示
し
、
教
育
シ
ス
テ
ム
や

社
内
改
革
な
ど
に
注
力
し
た
。

新
会
社
に
移
籍
し
た
社
員
も
考

え
方
を
共
有
し
て
改
革
に
順
応

し
て
く
れ
た
。
今
で
は
、
社
員

自
ら
が
考
え
、
行
動
す
る
組
織

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
社
員
が
意

見
を
戦
わ
せ
る
風
土
も
養
わ

れ
、
企
業
と
し
て
の
質
が
高
ま

っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
」

　
―
社
員
の
新
規
採
用
に
積
極

的
で
事
業
規
模
も
拡
大
し
て
い

ま
す
。

　
「
分
社
当
時
、
約

億
円
だ

っ
た
売
上
高
は
、
２
０
１
３
年

３
月
期
に
約

億
円
を
見
込

む
。
社
員
は
１
１
０
人
で
ほ
ぼ

倍
に
な
っ
た
。
そ
の
４
割
が
、

分
社
後
に
入
社
し
た

歳
代
の

社
員
で
あ
り
、
着
実
に
新
陳
代

謝
し
て
い
る
」

　
―
こ
れ
か
ら
の
ア
シ
ザ
ワ
・

フ
ァ
イ
ン
テ
ッ
ク
は
。

　
「
父
親
の
時
代
か
ら
共
通
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
当
社

が
追
求
す
べ
き
テ
ー
マ
は
単
な

る
規
模
の
拡
大
で
は
な
く
、
製

品
や
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
だ
。
会
社
の
将
来
を
担

う
若
手
社
員
に
は
、
年
月
を
経

て
陳
腐
化
し
て
し
ま
う
技
術
に

頼
る
だ
け
で
な
く
、
１
０
０
年

先
の
後
輩
や
社
会
か
ら
も
尊
敬

さ
れ
る
よ
う
な
企
業
風
土
を
築

い
て
も
ら
い
た
い
」

　
「
私
が
い
な
く
て
も
事
業
が

滞
ら
な
い
企
業
に
な
る
こ
と
。

そ
れ
が
究
極
の
自
立
だ
と
思

う
。
そ
の
道
筋
を
つ
け
る
た
め

に
私
が
や
る
べ
き
こ
と
は
ま
だ

多
い
。
こ
の
ほ
ど
、
会
社
の

年
後
、
す
な
わ
ち
創
業
１
２
０

周
年
に
向
け
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
し
、
実
行
に
移
し
た
。

よ
り
多
く
の
お
客
さ
ま
か
ら
絶

大
な
信
頼
を
い
た
だ
け
る
高
度

な
微
粒
子
技
術
と
感
動
サ
ー
ビ

ス
を
確
立
し
た
い
」

アシザワ・ファインテック
本社所在地 千葉県習志野市茜浜 の の 電話

事業内容 微粉砕・分散機の製造販売と受
託加工 創業 年 明 月 営業開始 年 平

月 売上高 億 万円 年３月期 資本金
万円 国内拠点 大阪支店 大阪府豊中市 、微粒

子技術研究所 栃木県小山市

本社工場（千葉県習志野市）

ナノ・ゲッターで微細化した電子材料の例

若
手
が
老
舗
を
支
え
る

１
０
０
年
目
の
新
創
業

新
た
な
羅
針
盤

ア
シ
ザ
ワ
・
フ
ァ
イ
ン
テ
ッ
ク
次
代
に
挑
む

創業１１０年のナノテク企業
微粒子技術に磨きをかけて

　
ア
シ
ザ
ワ
・
フ
ァ
イ
ン
テ
ッ
ク
が
今
年
、
創
業
１
１
０
年
を
迎
え
る
。
老
舗
企

業
ゆ
え
の
古
い
体
質
か
ら
決
別
す
る
た
め
、
２
０
０
３
年
、
主
力
で
あ
る
機
械
事

業
を
、
前
身
の
会
社
か
ら
引
き
継
い
で
独
立
。
在
籍
し
て
い
た
全
従
業
員
を
い
っ

た
ん
解
雇
し
、
本
人
ら
の
意
思
で
再
入
社
し
て
も
ら
い
、
新
創
業
を
果
た
し
た
。

そ
れ
か
ら

年
。
微
粉
砕
・
分
散
機
「
ビ
ー
ズ
ミ
ル
」
の
専
業
メ
ー
カ
ー
と
し
て

見
事
に
息
を
吹
き
返
し
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
支
え
る
微
粒
子
技
術
を
追
求
し

続
け
て
い
る
。
ニ
ッ
チ
市
場
で
存
在
感
を
発
揮
す
る
ア
シ
ザ
ワ
・
フ
ァ
イ
ン
テ
ッ

ク
の
今
と
、
こ
れ
か
ら
を
追
っ
た
。

（ ） 【特別企画】 ２０１３年 平成２５年 ２月２０日 水曜日 　　

自
主
開
発
の
湿
式
ビ
ー
ズ

ミ
ル
「
Ｍ
Ａ
Ｘ
　
ナ
ノ
・

ゲ
ッ
タ
ー
」

　
ア
シ
ザ
ワ
・
フ
ァ
イ
ン
テ

ッ
ク
の
ビ
ー
ズ
ミ
ル
は
、
粉

体
の
粒
子
径
を
マ
イ
ク
ロ
メ

ー
ト
ル

マ
イ
ク
ロ
は
１
０

０
万
分
の
１

や
、
ナ
ノ
メ

ー
ト
ル

ナ
ノ
は

億
分
の

１

レ
ベ
ル
に
す
る
微
粉
砕

・
分
散
機
。
粒
子
の
結
晶
構

造
や
特
性
を
損
な
わ
ず
に
微

細
化
で
き
る

マ
イ
ル
ド
分

散
技
術
を
確
立
し
た
。

　
顔
料
を
細
か
く
し
て
鮮
や

か
な
色
彩
を
追
求
す
る
イ
ン

ク
や
化
粧
品
業
界
、
高
価
な

原
料
を
粉
砕
し
て
少
量
で
高

い
有
効
性
を
求
め
る
医
薬
品

業
界
な
ど
―
。
ナ
ノ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
が
産
業
発
展
に
資
す

る
今
日
、
同
社
の
ビ
ー
ズ
ミ

ル
は
高
い
評
価
を
得
て
、
幅

広
い
業
種
で
支
持
さ
れ
て
い

る
。

　
千
葉
県
習
志
野
市
に
あ
る

本
社
工
場
。
現
場
で
は
ビ
ー

ズ
ミ
ル
の
機
構
や
使
用
条
件

な
ど
に
つ
い
て
若
い
技
術
者

が
意
見
を
交
わ
し
て
い
る
。

社
員
一
人
ひ
と
り
が
、
自
ら

の
ア
イ
デ
ア
と
行
動
力
で
顧

客
に
応
え
る
マ
イ
ン
ド
、
つ

ま
り
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
魂
」
を

存
分
に
発
揮
し
て
い
る
。

　
こ
の

年
で
従
業
員
の
構

成
は
大
き
く
変
化
し
た
。
従

業
員
の
平
均
年
齢
が

歳
の

若
い
会
社
に
生
ま
れ
変
わ
っ

た
。
女
性
社
員
は
全
体
の
約

３
割
を
占
め
、
主
要
な
部
門

で
活
躍
し
て
い
る
。
新
会
社

に
入
社
し
た
大
卒
男
子
従
業

員
の

％
が
現
在
も
在
籍
す

る
な
ど
定
着
率
は
高
い
。

　
だ
が
、
設
立
当
初
の
ア
シ

ザ
ワ
・
フ
ァ
イ
ン
テ
ッ
ク
は

今
と
は
か
け
離
れ
た
組
織
だ

っ
た
。

　
ア
シ
ザ
ワ
・
フ
ァ
イ
ン
テ

ッ
ク
の
前
身
、
ア
シ
ザ
ワ
は

四
代
に
わ
た
っ
て
歴
史
を
刻

ん
で
き
た
。
創
業
は
明
治
時

代
の
東
京
・
月
島
。
関
東
大

震
災
と
東
京
大
空
襲
で
、
工

場
や
書
類
の
大
半
を
消
失
し

た
が
復
興
し
た
。
当
時
は
製

缶
業
と
し
て
海
外
メ
ー
カ
ー

の
下
請
け
仕
事
が
中
心
だ
っ

た
。
現
在
の
よ
う
な
製
品
メ

ー
カ
ー
へ
と
事
業
転
換
を
成

し
遂
げ
た
の
が
、
三
代
目
社

長
の
芦
澤
直
仁
氏

現
会

長

だ
。
１
９
８
４
年

昭

に
独
ネ
ッ
チ
社
と
提

携
。
ビ
ー
ズ
ミ
ル
の
製
造
販

売
に
参
入
し
、
今
日
の
基
礎

を
築
い
た
。

　
だ
が
、
長
期
に
わ
た
っ

て
、
事
業
は
赤
字
す
れ
す
れ

だ
っ
た
。
社
内
に
開
発
部
門

が
な
い
ば
か
り
か
、
営
業
力

や
品
質
管
理
力
も
乏
し
く

「
技
術
水
準
の
高
い
国
内
ユ

ー
ザ
ー
の
要
望
に
、
満
足
に

応
え
ら
れ
な
い
状
態
だ
っ

た
」
こ
と
が
原
因
だ
っ
た
。

創
業
１
０
０
周
年
を
控
え

て
、
２
０
０
０
年
に
就
任
し

た
息
子
の
芦
澤
直
太
郎
社
長

は
会
社
存
亡
に
強
い
危
機
感

を
抱
い
た
。

　
「
今
の
ま
ま
で
は
会
社
が

つ
ぶ
れ
る
。
そ
の
前
に
、
創

業
時
の
気
概
を
取
り
戻
し

て
、
社
員
と
と
も
に
会
社
を

蘇
生
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
。
芦
澤
社
長
は
、
創
業

者
で
曾
祖
父
の
仁
吾
氏
の
姿

勢
を
想
像
し
た
。
仁
吾
氏
は

当
時
最
先
端
の
技
術
を
要
し

た
蒸
気
機
関
車
の
製
造
に
挑

む
な
ど
、
今
で
言
う
ベ
ン
チ

ャ
ー
魂
で
次
代
に
バ
ト
ン
を

つ
な
い
だ
。

　
「
こ
の
歴
史
の
節
目
は
、

次
の
１
０
０
年
を
目
指
し
て

再
出
発
す
る
唯
一
無
二
の
好

機
だ
」

芦
澤
社
長

。
都

内
に
あ
る
倉
庫
の
賃
貸
を
副

業
と
す
る
ア
シ
ザ
ワ
か
ら
、

あ
え
て
本
業
の
機
械
事
業
を

切
り
離
し
、
不
退
転
の
決
意

で
真
の
機
械
メ
ー
カ
ー
へ
の

変
身
を
目
指
し
た
。

　
分
社
か
ら
２
年
後
。
思
い

は
形
に
な
っ
て
現
れ
た
。
初

の
自
社
開
発
品
、
湿
式
ビ
ー

ズ
ミ
ル
「
ナ
ノ
・
ゲ
ッ
タ

ー
」
を
世
に
送
り
出
し
た
。

以
降
、
小
型
実
験
機
か
ら
大

量
生
産
型
ま
で
製
品
サ
イ
ズ

を
拡
充
、
医
薬
原
体
向
け
や

液
体
を
介
さ
な
い
機
種
も
開

発
す
る
な
ど
、
粉
砕
機
メ
ー

カ
ー
と
し
て
の
総
合
力
を
高

め
て
い
る
。

　
技
術
開
発
だ
け
で
な
く
、

現
場
へ
の
権
限
委
譲
や
若
手

の
登
用
を
は
じ
め
と
す
る
社

内
改
革
を
断
行
。
社
員
自
ら

が
考
え
、
ア
イ
デ
ア
を
提
案

で
き
る
土
壌
を
つ
く
っ
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
顧
客
の
も

と
に

時
間
以
内
に
駆
け
つ

け
る
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
体

制
を
構
築
す
る
な
ど
、
社
員

が
発
案
し
た
事
業
が
い
く
つ

も
具
体
化
し
て
い
る
。

　

年
に
始
め
た
微
粒
子
の

受
託
加
工
事
業
も
順
調
だ
。

単
な
る
機
械
メ
ー
カ
ー
と
し

て
で
は
な
く
、
新
素
材
の
粉

砕
・
分
散
を
必
要
と
す
る
ユ

ー
ザ
ー
に
対
す
る
微
粒
子
技

術
の
総
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

を
目
指
し
て
い
る
。

　
次
の
１
０
０
年
を
見
据
え

て
―
。
ア
シ
ザ
ワ
・
フ
ァ
イ

ン
テ
ッ
ク
は
新
た
な
一
矢
も

放
つ
。

　
２
０
１
２
年
５
月
、
栃
木

県
小
山
市
に
、
初
の
研
究
開

発
拠
点
「
微
粒
子
技
術
研
究

所
」
を
開
設
し
た
。
「
新
会

社
設
立

周
年
の
シ
ン
ボ
ル

的
存
在
」

芦
澤
社
長

と

な
る
研
究
所
を
構
え
た
の
に

は
理
由
が
あ
る
。

　
ビ
ー
ズ
ミ
ル
が
対
象
物
を

粉
砕
・
分
散
す
る
最
適
条
件

は
、
ま
だ
理
論
的
に
解
明
さ

れ
て
い
な
い
点
も
多
く
、
ベ

テ
ラ
ン
の
経
験
値
に
頼
る
部

分
も
少
な
く
な
い
。
ナ
ノ
テ

ク
分
野
へ
と
拡
大
す
る
市
場

に
挑
戦
す
る
若
手
技
術
者
の

育
成
も
重
要
で
あ
る
。
基
礎

研
究
や
社
員
教
育
は
、
目
先

の
利
益
に
左
右
さ
れ
て
は
満

足
に
進
ま
な
い
。
長
期
的
な

視
点
に
立
ち
、
自
由
な
発
想

で
研
究
に
打
ち
込
め
る
環
境

を
選
ん
だ
。

　
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

も
、
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

主
要
納
入
先
で
あ
る
大
手
メ

ー
カ
ー
の
国
際
展
開
が
加
速

す
る
中
、
販
路
拡
大
が
次
の

テ
ー
マ
だ
。

　
「
現
在
、
蒸
気
機
関
車
を

作
っ
て
い
な
い
よ
う
に
、
ビ

ー
ズ
ミ
ル
も
い
つ
の
日
か
時

代
遅
れ
の
機
械
と
な
る
だ
ろ

う
。
特
に
若
い
エ
ン
ジ
ニ
ア

に
は
、
未
来
を
担
う
事
業
や

製
品
を
生
み
出
し
、
自
社
の

発
展
の
み
な
ら
ず
、
人
類
の

進
歩
と
地
球
環
境
に
貢
献
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
芦
澤

社
長
は
期
待
を
寄
せ
る
。

　
新
会
社
設
立
か
ら

年
。

ア
シ
ザ
ワ
・
フ
ァ
イ
ン
テ
ッ

ク
の
羅
針
盤
の
針
は
次
代
に

向
け
ら
れ
て
い
る
。


